
3. エコチル調査の参加者と調べていること

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）における妊娠期間中の母親の血液中元素（水銀、鉛、カドミウム、マンガン、
　セレン）濃度の測定結果について」　国立環境研究所，閲覧日：2022年３月21日
　（https://www.nies.go.jp/whatsnew/20190425-2/20190425-2.html）

2万人の妊婦さんの
血液中の金属濃度と関係する要因についての分析結果

水銀（Hg）
●血中水銀濃度44μg/ l 19 を超
える人はいなかった。

●過去の日本の研究報告と同程
度の濃度。

●魚の摂取量と関係している可
能性。

鉛（Pb）
●アメリカで定められている妊婦
の血中濃度17 の基準を超える
人は0.03%だった。

●日本の1980年代の研究結果と
比べると、濃度が1/5～1/10
に減少。

●血中鉛濃度を説明する大きな
要因は、今回の調査で調べた限
りでは見つからなかった。

マンガン（Mn）18
●カナダやオーストラリアの報告と同
じ程度の濃度。韓国や台湾よりは
低い。

●妊娠週数が大きいほど血中マンガ
ン濃度が高い可能性。

●関係する環境要因は発見できな
かった。

カドミウム（Cd）
●アメリカで定めている妊婦の血中
濃度17 基準を超える人はいなかっ
た。

●日本の1980年代の研究結果と比
べると、濃度が1/10だった。

●血中カドミウム濃度は年齢と共に
上昇し（排出に時間がかかるため）、
喫煙とも関連している可能性。

セレン（Se）18
●アメリカで定められている妊婦
の血中濃度17 の基準を超える
人はいなかった。

●魚の摂取量、血液中のたんぱく
質濃度とリン脂質濃度、血清葉
酸値と関係している可能性。

必須元素!
必須元素!

17　日本に血中濃度の基準がないものは、外国の基準を参照しています。
18　マンガンとセレンは、生命維持に欠かせない必須元素です。
19　食品安全委員会がメチル水銀の安全基準に相当する週間耐容摂取量を算定する際に、海外の文献を参考に有害影響が観察されないと考えた閾値。
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化学物質を含む製品など3.3.2

A
「妊産婦のための食生活指針」（「健やか親子２１」推進検討会（食を通
じた妊産婦の健康支援方策研究会））20 という資料が公開されてい
ます。そこでは、たばこの煙と、胎児や乳児の発育、母乳分泌との関
係についてまとめられています。

Q
妊娠中の喫煙／受動喫煙について、
どのようなことがわかっているのですか？
どの情報を参照すればよいですか？

　エコチル調査では、以下のような研究が行われています。

　エコチル調査の調査票に回答した妊婦さんの5％が、妊娠初期においてたばこを「現在も吸
っている」と回答しました。年齢別にみると、25歳未満の若い妊婦さんの喫煙率が高くなっ
ています。また、妊娠中に禁煙していても産後に再び喫煙を始めるお母さんがおり、1歳6か
月児のお母さん全体では8％、25歳未満の若いお母さんの場合、喫煙している人が20％でした。

「妊娠中の喫煙と出生体重の関連：「子どもの健康と環境に関する全国調査」のデータによる適
切なモデルによる検討」（No.4， 2016年発表）
　妊娠中の喫煙が出生体重に与える影響について、臨床情報や社会経済的状況、母体の体重を
同時に考慮した全国規模の研究はほとんどありませんでした。そこで、これらの交絡因子 21 

を考慮したうえで、妊娠中の喫煙と出生体重の関連について検討しました。

1

（％）

■ 喫煙したことはない 
■ 以前は吸っていたが、今回の妊娠に気づく前から止めていた
■ 以前は吸っていたが、今回の妊娠に気づいて止めた
■ 現在も吸っている
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妊娠中の喫煙（妊娠初期に質問）

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶No.4： https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_004.pdf

20 「たばことお酒の害から赤ちゃんを守りましょう」　「健やか親子２１」推進検討会（食を通じた妊産婦の健康支援方策研究会），閲覧日： 2022年３月
21日（https://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/02/dl/h0201-3a3-02h.pdf）

21 「疫学調査において、調査しようとする因子以外で、結果に影響を与える因子」のこと。以下資料より引用。（「交絡因子」　日本原子力研究開発機構，
閲覧日：2022年３月21日　（https://atomica.jaea.go.jp/dic/detail/dic_detail_2196.html））
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3. エコチル調査の参加者と調べていること

22 「化学物質を取り扱う事業主の皆さまへ　女性労働基準規則の一部が改正されます」厚生労働省 雇用均等・児童家庭局職業家庭両立課，都道府県
労働局・労働基準監督署，閲覧日： 2022年３月21日（https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/pdf/150219-1.pdf）

A

Q
2

　化学物質の中には、人の健康に悪い影響を与えることが明確になっているものがあり、法律で
「特定化学物質」とされています。さらにそのうち、特に妊娠や出産、授乳などに影響する可能性
がある26の化学物質について、その濃度が高くなる環境下での女性の業務が禁止されています
（ポリ塩化ビフェニル：PCB、アクリルアミド、鉛やその化合物、メタノールなどを含む。）22。

妊娠中や授乳中の女性が、特定の化学物質に高い濃度でさらされ
る場合、その子どもに影響が表れるおそれがあります。

妊娠中や授乳中の女性が化学物質に触れることの
影響について、どういうことがわかっているのですか？
どの情報を参照すればよいですか？

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶No.191：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_191.pdf
▶No.64：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_064O.pdf

女性労働者の就業を禁止する業務

気中の有害物質の濃度
の平均が管理濃度を超
える屋内作業場での全
ての業務

タンク、船倉内などで規
制対象の化学物質を取
り扱う業務で、呼吸用保
護具の使用が義務づけ
られているもの

　エコチル調査では、以下のような研究が行われています。

「妊婦の揮発性有機化合物へのばく露と生まれた子どもの1歳時の精神運動発達との関連につ
いて： 子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」（No.191， 2021年発表）
　妊婦が日常生活または仕事上で揮発性有機化合物を扱う機会が多い場合の、生まれた子ども
の1歳時の精神運動発達に与える影響について検討しました。

「妊娠中の自宅内装工事と児の先天性形態異常との関係について」（No.64， 2019年発表）
　妊娠中の自宅内装工事、および母親の職業上の有機溶剤やホルムアルデヒドへのばく露が、
産まれてくる子の先天性形態異常の発生率に及ぼす影響について検討しました。
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A
自己判断で使用・不使用を決めず、かかりつけの医師や薬剤師に相
談しましょう。また、「妊娠と薬情報センター」23 では、妊娠中や妊娠
を希望する女性に対して、妊娠・授乳中の薬物治療に関する相談業
務を行っています。全国47都道府県の拠点病院に「妊娠と薬外来」
を設置し、各地域での相談にも対応しています。

Q 妊娠中の医薬品の使用について、
どこに相談すればよいですか? 

　エコチル調査では、以下のような研究が行われています。

「妊娠中の痛みに対する薬物治療」（No.98， 2020年発表）
　日本において、妊婦の痛みと痛みに対する薬物使用を調べた大規模な疫学研究は実施されて
いません。そこで、エコチル調査研究のデータを使用して、日本における非がん性疼痛に対す
る薬物使用の実態を調査しました。

「日本人乳児において胎児期の抗生剤暴露とアトピー性皮膚炎の罹患に関連なし」（No.93，
2020年発表）
　妊娠中の抗生剤使用と、1歳時点でのアトピー性皮膚炎の関連について検討を行いました。

3

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶No.98：　https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_098.pdf
▶No.93：　https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_093.pdf

23 妊娠と薬情報センター，閲覧日： 2022年３月21日　（https://www.ncchd.go.jp/kusuri/）
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3. エコチル調査の参加者と調べていること

24 「女性の睡眠障害」　厚生労働省，閲覧日：2022年３月21日（https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/heart/k-02-005.html）

妊娠中の過ごし方（運動、睡眠）3.4

A
「女性の睡眠障害」（「e-ヘルスネット」，厚生労働省）24 という資料が
公表されています。そこでは、妊娠中や出産後における睡眠や眠気
に関すること、その原因、対処方法などがまとめられています。

Q
妊娠中や出産後の睡眠について、
どのようなことがわかっているのですか？
どの情報を参照すればよいですか？

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶No.112：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_112.pdf
▶No.42：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_042-1.pdf
▶No.14：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_014r2.pdf

■ まったく当てはまらない 
■ あまり当てはまらない
■ 少し当てはまる
■ わりと当てはまる
■ 非常に当てはまる

6.51 21.88 33.08 36.2 13.8

8.12 22.81 39.27 39.7 10.24

9.36 25.75 39.28 40.14 7.97

8.24 25.22 37.22 40.65 9.2240歳以上

30～39歳

20～29歳

19歳以下

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

「いくら寝ても、寝不足のように感じる」と回答した妊婦の割合（妊娠後期）

　エコチル調査では、以下のような研究が行われています。

「妊娠前・妊娠中の母体睡眠と、早産および新生児期の睡眠や
気質の関連」（No.112， 2020年発表）
　母体の妊娠前および妊娠中の睡眠と、早産および1か月児の
気質・睡眠の問題との関連を調べました。

「大規模出生コホート研究（エコチル調査)における妊娠前と妊娠中の日本の女性の年代ごと
の睡眠状況について」（No.42， 2018年発表）
　妊娠中の女性は、妊娠中ではない女性に比べて、睡眠の問題が生じやすいと言われています。
そこで、エコチル調査に参加する日本人女性について、年代ごとの妊娠前と妊娠中の睡眠パタ
ーンについて分析しました。

1

「妊婦の睡眠とSmall for Gestational Age（SGA）との関連に関する研究 (JECS)」
（No.14， 2017年発表）
　妊婦の睡眠時間、睡眠の質と、SGA（Small for Gestational Age）との関連について分析
しました。
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A
「産婦人科診療ガイドライン―産科編 2020」（日本産科婦人科学
会，日本産婦人科医会）25 という公表資料の中に、“妊娠中の運動（ス
ポーツ）について尋ねられたら？”という項目があります。そこでは、
妊娠中の好ましい／好ましくない運動、妊娠中の運動に期待される
効果などに関する知識がまとめられています。

Q 妊娠中の運動について、どのようなことがわかって
いるのですか？　どの情報を参照すればよいですか？

　エコチル調査では、以下のような研究が行われています。

「妊娠中の運動と心理的苦痛の関係」（No.100， 2020年発表）
　先行研究においては、妊娠中の運動と周産期の心理的苦痛との関係についてのエビデンスは
蓄積されていますが、その関係が、妊娠中の身体活動の強度によってどのように異なるかにつ
いての理解がまだ十分ではありませんでした。そこで本研究は、妊婦コホートデータを用いて、
周産期の運動習慣・運動強度と、心理的苦痛との関係を検証しました。

「妊娠前及び妊娠中の身体活動が，分娩週数と分娩方法に及ぼす影響（エコチル調査より）」
（No.34， 2018年発表）
　約10万人の日本人の妊婦を対象に、妊娠前および妊娠中の身体活動／運動習慣が、妊娠分
娩転帰、主に分娩週数（早産か否か）と分娩方法（経腟分娩、帝王切開分娩、器械分娩）にど
のように関与するかを調査しました。
　このエコチル調査研究では、妊娠前の身体活動量と、早産や分娩方法との間には、関連性は
見られないという結果が得られました。
　一方、妊娠中の身体活動量が少ない場合は、わずかながら早産や帝王切開が増加するという
結果が得られました。
　なお、この研究結果は、医師から運動をしないように指導される一部の疾患・症状のある妊
婦さんのデータは、解析対象から除外されたものになります。

2

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶No.100：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_100.pdf
▶No.34：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_034r.pdf

25 「CQ107 妊娠中の運動（スポーツ）について尋ねられたら？」（p.99-101）　日本産科婦人科学会，日本産婦人科医会，閲覧日：2022年３月21日
（https://minds.jcqhc.or.jp/docs/gl_pdf/G0001189/4/pregnancy_delivery_and_neonates.pdf）
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3. エコチル調査の参加者と調べていること

妊娠中・出産後の心の健康状態3.5

A 妊娠期間中や出産後に、緊張・不安を
抱えるようになることがあります。

Q 妊娠中、女性の心の健康状態は
変化するのですか？

　妊娠から出産を迎える時期の中で、妊婦さんは環境や身体的・精神的変化に直面し、それら
に対応しながら、お母さんとしての自分を確立する準備を進めています。それらの変化の多く
は妊娠前には経験したことがなかったものです。
　妊娠初期や産後に精神疾患を罹患しやすいことはよく知られていますが、妊娠のどの期間に
おいても、女性は緊張や不安を抱えている場合があり、中には耐え難い心理的な苦痛を感じて
いる状態である「精神的ジストレス」（精神的苦痛状態）に陥ることもあります。

　エコチル調査では、妊娠中の「精神的ジストレス」（精神的苦痛状態）や産後抑うつ 26 に関
する研究を進めています。

「魚介類摂取およびn-3系多価不飽和脂肪酸摂取と産後抑うつとの関連」（No.68， 2019年
発表）
　妊娠期は胎児発育のためにn-3系多価不飽和脂肪酸が普段よりも多く必要とされ、不足する
と抑うつの危険性が高まる可能性が報告されています。そこで、妊娠期の魚介類・n-3系多価
不飽和脂肪酸摂取と、産後抑うつとの関連を調査しました。

「妊娠前の月経困難症が妊娠中の精神的ジストレスに与える影響」（No.37， 2019年発表）
　妊娠前の月経困難症 27 と、妊娠中の精神的ジストレスの発症との関連性について調査しま
した。

「妊娠期および出産後における魚食／ω3系多価不飽和脂肪酸摂取と抑うつとの関連」（No.19，
2018年発表）
　妊娠期は胎児発育のためにn-3系脂肪酸が普段よりも多く必要とされ、不足すると抑うつの
危険性が高まる可能性が報告されています。そこで、妊娠期および産後抑うつと、魚食・n-3
系脂肪酸摂取との関連を調査しました。

1

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶No.68：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_068.pdf
▶No.37：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_037.pdf
▶No.19：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_0192.pdf

26 気分が落ち込んで何もしたくない状態。
27 詳細は以下の資料を参照。（「（1）月経困難症」　日本産婦人科医会，閲覧日：2022年３月21日（https://www.jaog.or.jp/note/%ef%bc%881%ef

%bc%89%e6%9c%88%e7%b5%8c%e5%9b%b0%e9%9b%a3%e7%97%87/））
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　魚と妊娠中・産後の心との関係性に関するエコチル調査研究（No.68、 No.19）において、
魚介類摂取量と「抑うつ状態」との関連が示唆されています。

　ただし、魚介類摂取の多さは一般的に健康的な食生活であることと結びついている可能性が
あるため、魚の摂取自体が「抑うつ状態」の防止に直接結びついているかどうかは、さらなる
研究が必要です。
　妊婦さんがお魚を食べることと、妊婦さんやお子さんの健康との関係については、p.12で
も紹介しています。

●産後6か月、および1年において、妊娠中に魚をあまり摂取していない群よりも多く摂
取している群で「抑うつ状態」のなりやすさが低減する。（下図）

●魚から摂取するDHA・EPA 類等のn-3系28 多価不飽和脂肪酸の摂取でも、同様の傾向
がある。

●妊娠期、産後1か月においても、妊娠中の魚の摂取は、妊娠期、産後1か月の抑うつリ
スクの低減と関連する。

妊娠中の魚介類摂取量と産後の抑うつ状態との関連
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28 ω（オメガ）3系とも呼ばれる。
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3. エコチル調査の参加者と調べていること

A 一部のアレルギーについて、増えているというデータがあります。

Q アレルギーになる（発症する）子どもは
増えているのですか？

子育て世代のアレルギー3.6

　私たちの体には、病原体や異物などから身を守るための「免疫」という仕組みがそなわって
います。この免疫の働きが、身の回りのものを異物とみなして排除しようと、不必要な症状を
起こしてしまう状態が「アレルギー」です。
　アレルギー症状を起こす物質を「アレルゲン（抗原）」といい、私たちの身のまわりには、
食物、花粉、ダニなど多くのアレルゲンが存在します 29。

　東京都の調査では、３歳児健診を受けた子どもについて、アレルギー性鼻炎、食物アレルギ
ーを発症している割合が、1999年から2014年の間で増加傾向にあるというデータが示され
ています 30。（なおこの1999年からの調査においては、ぜん息、アトピー性皮膚炎などは逆
に減少傾向となっていますが、より以前から行われている別調査では、ぜん息は1980年頃か
ら2010年頃まで増加傾向となっています。）

　エコチル調査の参加者のうち、妊婦さんについては、ぜん息、アレルギー性鼻炎（花粉症）、
アトピー性皮膚炎、食物アレルギーと診断されたと回答した人が、それぞれの全体の11％、
36％、16％、5％程度でした。

「妊娠中の母親と父親のアレルギープロファイルーこどもの健康と環境に関する全国調査（エ
コチル調査）」（No.13， 2017年発表）
　子どものアレルギー疾患の発症においては、親のアレルギーの既往といった遺伝的要因が強
く関連しています。そこで、子どものアレルギー疾患を評価するために、両親のアレルギーの
既往に関して評価を行いました。

東京都内に居住する３歳児における、各アレルギーの罹患状況（※）
（※）東京都の３歳児健康診
査の受診者のうち、アンケー
ト調査に協力した3400名
余の保護者の子どものうち、
各アレルギーの症状があり、
かつ診断を受けた割合
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症状有）
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1

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶No.13：　https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_013.pdf

29 詳細は以下の資料を参照。（「アレルギーについて」　国立成育医療研究センター，閲覧日：2022年３月21日　（https://www.ncchd.go.jp/
hospital/sickness/allergy/about_allergy.html））

30 「アレルギー疾患に関する３歳児全都調査」　東京都健康安全研究センター，閲覧日：2022年３月21日　（https://www.fukushihoken.metro.
tokyo.lg.jp/allergy/pdf/res_a06.pdf）

エ
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A 生まれる前から決まっている遺伝的要因や、生まれた後の
生活環境などによる要因について、研究を行っています。

Q
アレルギーになりやすい（発症しやすい）
要因について、エコチル調査では
どのようなことを研究しているのですか？

　エコチル調査では、以下のような研究が行われています。

「妊婦の血液中金属濃度とIgE抗体の関係（エコチル調査）」（No.47， 2019年発表）
　妊娠中のアレルギー症状のコントロールは、妊婦さんおよび子どもにとって重要です。そし
て近年、妊娠期の金属ばく露が、アレルギー疾患に関係する可能性が指摘されています。しか
しながら、現在までの国内外の研究では、その関連はよくわかっていませんでした。そこで、
大規模コホート調査の結果を用いて、金属濃度と IgEとの関係を調査しました。

2

妊婦の血中水銀濃度
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IgE

水銀濃度が「低いグ
ループ」と比べて、「や
や高いグループ★」お
よび「高いグループ★」
は統計学的に差があり
ました。

妊娠期の血液中水銀濃度とIgE抗体の関係

エ
コチ

ル調査

　エコチル調査研究（No.47）では、血液中の金属類（水銀・セレン）濃度が高い妊婦さん
のグループで、スギによるアレルギー反応と関連する抗体の量が多くなるという結果が得られ
ました。
　一方で、この研究では、妊婦さんの血液中の金属類（水銀・マンガン）濃度が高いほど、動
物上皮とハウスダストによるアレルギー反応と関連する抗体の量が多くなりにくいという結果
も得られています。
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3. エコチル調査の参加者と調べていること

［エコチル調査に関する詳しい情報はこちら］
▶No.47：　https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/material/main_047O.pdf
▶日本衛生学雑誌，71，pp.138–148，2016．
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjh/71/2/71_138/_pdf/-char/ja）

「乳児のアレルギー疾患に関する遺伝素因および環境因子の解析（遺伝素因ならびに睡眠時の
環境とアレルギー疾患の関連）：南九州・沖縄地区における「子どもの健康と環境に関する全
国調査」データによる検討」（2016年発表）
　エコチル調査の疫学資料より得られたデータをもとに、子のアレルギー疾患の発症・惹起・
増悪について遺伝要因と環境要因の関連を明らかにするため、特に母親および子のアレルギー
疾患の既往・有病と睡眠時の環境の関連について、遺伝的背景を含めた検証・評価を行いまし
た。

　アレルギーの発症しやすさには、生活環境に含まれる様々な要因が関係している可能性があ
り、さらに詳しく調べていくことが必要です。

エ
コチ

ル調査
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　以上、エコチル調査と、エコチル調査から得られたいくつかの知見を紹介しました。新しく得ら
れた知見は、環境省のエコチル調査のホームページに随時追加しています。ご興味がありましたら
是非とも参照ください。

　なお、エコチル調査は、あくまで疫学研究のうちコホート研究という手法で得られた知見です。
このため因果関係を確定することは難しく、結果の解釈も慎重に取り扱う必要があります（p.5参
照）。今後、エコチル調査の他、国内外のさまざまな調査研究や、動物実験などによる基礎的な研
究を総合的に判断し、人での安全性やリスクに関する議論が行われていくと期待しています。

　この資料が、子どもの健康と環境について考えるきっかけとなれば幸いです。
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4. もっと知りたい方へ

エコチル調査について4.1

4 もっと知りたい方へ

子どもの健康と環境に関する全国調査　エコチル調査
環境省ホームページ
https://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.html

エコチル調査参加者のひろば
環境省ホームページ
https://www.env.go.jp/chemi/ceh/participants/index.html

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）
メディカルサポートセンター
国立成育医療研究センターホームページ
https://www.ncchd.go.jp/center/activity/ecochil/index.html

全国版パンフレット・ポスター
環境省
https://www.env.go.jp/chemi/ceh/about/promotion/pamphlet.html

エコチル調査コアセンター
国立環境研究所ホームページ
https://www.nies.go.jp/jecs/index.html

エコチル調査全国スタッフ紹介
環境省ホームページ
https://www.env.go.jp/chemi/ceh/participants/staff/index.html
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その他関連情報4.2

環境による影響について

かんたん化学物質ガイドシリーズ
環境省ホームページ
https://www.env.go.jp/chemi/communication/guide/index.html

パンフレット一覧｜環境保健部
環境省ホームページ
https://www.env.go.jp/guide/pamph_list/list_ja03.html

その他

ファクトシート（科学的知見に基づく概要書）
内閣府 食品安全委員会ホームページ
https://www.fsc.go.jp/factsheets/

患者・ご家族の方へ　アレルギーについて
国立成育医療研究センターホームページ
https://www.ncchd.go.jp/hospital/sickness/allergy/about_allergy.html

人口動態調査
厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1.html

環境と人々の健康との関わりを探る～環境疫学～
国立環境研究所ホームページ
https://www.nies.go.jp/kanko/kankyogi/54/02-03.html
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4. もっと知りたい方へ

お問い合わせ先4.3

エコチル調査や本コンテンツに関すること

環境省 環境保健部 環境安全課 環境リスク評価室
TEL: 03-3581-3351（代表）　e-mail: ECO-CHILD@env.go.jp
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